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第
３
回
定
例
会

一
般
会
計
決
算
歳
出
総
額
８
９
６
億
円

平
成
24
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

　
平
成
24
年
度
の
決
算
は
、
一
般

会
計
歳
入
歳
出
予
算
額
９
２
１
億

２
４
９
９
万
２
０
０
０
円
に
対
し
、

歳
入
決
算
額
は
９
１
９
億
７
６
２

７
万
４
４
４
６
円
で
、
執
行
率
は

99
・
８
％
、
歳
出
決
算
額
は
８
９

６
億
７
１
３
８
万
５
８
７
６
円
で
、

執
行
率
は
97
・
３
％
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
23
億
４
８
８
万
８
５
７
０
円
と

な
り
、
こ
の
う
ち
１
億
円
を
法
の

規
定
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
に
編

入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
案
の
提
案
に
当
た
り
、

市
長
か
ら
「
市
税
で
は
、
市
民
税

が
増
収
と
な
っ
た
が
、
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
に
伴
う
減
収
な
ど

市
税
全
体
で
は
約
１
億
１
４
０
０

万
円
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

20
年
度
か
ら
続
く
減
収
の
影
響
は

大
き
く
、
歳
出
に
見
合
う
歳
入
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
基
金

繰
入
金
に
よ
り
歳
入
の
減
収
分
の

補
塡
を
行
っ
た
。
歳
出
で
は
、
収

支
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
努
め
な
が

ら
行
財
政
運
営
を
進
め
、
施
策
の

主
な
成
果
と
し
て
、
学
校
耐
震
化

事
業
や
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

保
育
所
の
定
員
増
な
ど
既
に
手
掛

け
て
い
る
事
業
を
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
長
と
語
る
会
の

開
催
や
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
策
定
な
ど
新
た
な
施
策
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
多
目
的
貯
水

槽
の
設
置
等
、
防
災
、
減
災
に
向

け
た
施
策
や
行
財
政
改
革
検
討
協

議
会
な
ど
行
財
政
改
革
の
推
進
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
ん
だ
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５

日
間
で
開
催
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
で
慎
重
審
査
し
、
９
月
27
日

の
本
会
議
で
、
賛
成
・
反
対
討
論

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
２
・
３
ペ
ー
ジ
）

意

見

書

◎
「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者

支
援
法
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
く

施
策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見

書　
平
成
24
年
６
月
に
「
東
京
電
力

原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の

生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災

者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
た
。
同
法
で
は
、
被
災
者
自
身

の
選
択
す
る
権
利
を
尊
重
し
支
援

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
お

り
、
被
災
者
へ
の
幅
広
い
支
援
策

は
、
国
の
責
務
に
お
い
て
推
進
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
去
る
８
月
30
日
に
よ
う
や
く

「
基
本
方
針
（
案
）」
が
出
さ
れ
た

が
、
支
援
対
象
地
域
が
33
市
町
村

に
限
定
さ
れ
、
居
住
者
・
避
難
者

の
声
を
反
映
さ
せ
る
方
法
も
限
定

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
同
法
に
基
づ

き
「
基
本
方
針
（
案
）」
を
よ
り

具
体
化
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
予

算
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
平
成
25
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
29
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
は
、
平
成
24
年
度
府
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
な
ど
29
件
を
審
議
し
た
結
果
、
可
決
19
件
、
認
定
８
件
、
同
意
２
件
と
な
り
ま

し
た
。
議
員
提
出
議
案
は
、「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
の
基
本
理
念

に
基
づ
く
施
策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
等
を
審
議
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

▲平成24年度に第十小学校と第五中学校が改築されました（写真：第十小学校）

◎
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書

　
真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
地
方
が
そ
の
権

限
と
責
任
に
応
じ
た
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
地
方
税
財
源
の
拡
充

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
や
全
国
知
事
会

に
お
け
る
学
識
経
験
者
の
検
討
会

等
で
は
、
地
方
税
で
あ
る
法
人
住

民
税
の
一
部
国
税
化
と
い
っ
た
、

都
市
部
の
財
源
を
狙
い
撃
ち
す
る

よ
う
な
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
地
方
税
に
よ
る
調
整

で
は
、
地
方
財
政
が
直
面
し
て
い

る
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
地
方
税
源
の

中
で
財
源
調
整
を
行
う
小
手
先
の

手
法
で
は
な
く
、
地
方
が
担
う
権

限
と
責
任
に
見
合
う
地
方
税
財
源

の
拡
充
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に

取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

人

事

議

案

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
市

長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

を
求
め
る
議
案
及
び
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
の
同
意
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
方
々

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
監
査
委
員

　
本
村
　
龍
史
　
氏
（
61
歳
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
戸
井
田
哲
夫
　
氏
（
63
歳
）


